
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和6年度学校評価 計画

 

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

学力向上
進路

人文科学系列主任

健康福祉系列主任

商業ビジネス系列主任

工業技術系列主任

人権・同和教育担当
企画研修

生徒指導
教育相談

さが誇り

保健厚生
体育科
家庭科

生徒指導

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

６　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

・ ・ ・

企画研修○キャリア教育

〇手帳指導（「自己管理能力」の育成）
〇「総合的な探究の時間」の充実

○手帳活用アンケートで「生活改善できた」旨の回答７
０％以上を目指す。
○「総合的な探究の時間」の指導要領に沿った学年・系
列指導の充実を図り、事後アンケートで「自身の成長に
つなげることができた」旨の回答７０％以上を目指す。

・学年、教科系列、部活動における手帳の活用及び指導を促進する。毎
週月曜日の朝自習時間を手帳指導にあて、必要に応じて声かけを行
う。
・生徒及び職員への啓発、情報提供、資料配付、呼びかけを随時行う。

生徒会

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と県内外への情報発
信
★地域課題の解決に向けた取組の充実

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割
合８０％以上、教職員の割合８０％以上を目指す。
★部活動や学校行事・地域行事など様々な活動に挑戦
し、積極的に取り組む生徒の割合80％以上にする。

・学校HPの月に1回以上の更新を行う。
・学校通信「多久高だより」を活用し、学校の魅力を積極的に発信する。
・学校行事等への生徒の意見反映を行うとともに、総合的な探究の時間
や地域行事への参加などを通して地域の課題を把握し、解決策を考え
るなどの活動を行う。

・ ・ ・

管理職
教務

企画研修

○生徒会活動

〇生徒会活動・部活動等の活性化
〇生徒会行事の充実化
〇式典等の進行を生徒会役員にて行う

○部活動加入率を７０％以上にする。
〇「生徒会行事に積極的に参加できた」と答える生徒を８
０％以上にする。
〇生徒会役員にて式典等の司会進行100％実施する。

・年度当初の対面式と部活動紹介を同日にするなど工夫し、勧誘に努める。
・入部受付期間を延長し、入部を迷っている生徒に声をかける期間を設ける。
・生徒会役員のミーティングを密にし、行事の見直しや工夫を行う。
・生徒会役員の司会進行については、リハーサル等を行い式典については全て
行う。

・ ・ ・

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

・ ・

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」 ●「健康に良い食事をしている」生徒90％以上 ・食に関する実態調査から課題を把握するとともに、生徒の食の自己管
理能力を育成するために、心身の健康と食の関わりについての理解を
促すなど、食に関する指導を学校全体の教育活動を通して行う。

・ ・ ・

・ ・

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思い
やりや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活動

○「道徳教育の全体計画」に基づく授業実施及び人権・
同和教育行事で「理解できた」とする生徒の割合８０％を
目指す。
○小高連携交流授業の満足度８０％を目指す。

・人権・同和教育に関するＨＲや講演会、教科・科目（「公共」「社会福祉
基礎」「保健」等）における人権教育により、他者理解や人権意識の伸長
を図る。
・小高連携交流授業により、他者理解や人権意識の促進を図る。

・ ・

最終評価 学校関係者評価

取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

○基礎学力の定着と進路意識の向上 〇１年次は基礎学力の定着及び進学等希望者への目的
意識と必要な学力の支援【進路】
〇２年次３年次の生徒は、進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ等を通じて進学
先・就職先の研究。【進路】
〇朝学習「マナトレ」小テストの合格率９０％以上を目指
す。【学力向上】

・

○健康福祉系列…介護職員初任者研修を充実させ、確
かな知識と実践的な介護技術の習得を目指す。福祉住
環境コーディネーター検定試験合格80％以上を目指す。

・健康福祉系列：外部講師（専門職）や地域福祉機関と連携し、実践的な
学びの機会の充実を図る。随時小テストや補修等の実施、生徒個々に
応じた家庭学習課題などを行うことで、個別に応じた学習指導を実践す
ることで確かな知識の習得を目指す。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立多久高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学習指導や資格取得に向けた取り組みを一層進め、自分の夢を形にできる多久高校のイメージ強化を図る。

・道徳的なアプローチをして、いじめの未然防止に努める。また、いじめの早期発見のため、関係機関との連携を密にする。

・生徒が主体的に活動し、充実感・達成感を味わわせ、プライドと品格を持った学校を目指す。

４　本年度の重点目標

①わかる・力が身につく授業の実践   ・・・　基礎学力の向上、専門的な知識・技能の習得

②キャリア教育の充実　　　　　・・・・・　現代社会への対応力やこれからの職業観の育成

③進路意識の向上　　　　　　　・・・・・　”夢”実現への努力を惜しまない姿勢の育成

④生徒会活動・部活動の活性化　・・・・・　思いやりを大切にした円滑な人間関係を作る心の育成

⑤学びのための環境づくり　　　・・・・・　情報モラル教育の推進、自律心・ボランティア精神の涵養

⑥地域との連携　　　　　　　　・・・・・　地域に根差した信頼される学校づくり

⑦働き方改革の推進 　　  　　・・・・・・   業務の精選と効率化、職員の健康意識の高揚

〇自らの夢を描き、進路目標を実現するために積極的に学習や

　専門的な知識・技術の習得に取り組む生徒を求めます。

〇学習のみならず、部活動や学校行事・地域への貢献など、

　様々な活動に挑戦し、積極的に取り組む生徒を求めます。

〇「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」をキャリア教育の中核とし、 ”自

　分の夢を形に”するために、自己を見つめ、将来の進路について学ぶ教育課程を

　設定します。

〇共通科目（普通教科）及び４つの専門系列（人文科学・健康福祉・商業ビジ

　ネス・工業技術）の専門教科の多様な科目から学びたい系列・科目を選択し、

　基礎学力の向上と専門的知識・技術を学ぶための教育課程を設定します。

人文科学系列　自己実現のための基礎力を醸造し、考える力を育成し、対話等を通じてあらゆる事象に対応できる人材を

　　　　　　育成します。

健康福祉系列　福祉の知識・技能の習得とともに、福祉マインドを身につけ、健全で持続的な地域福祉を支える人材を育

　　　　　　成します。

商業ビジネス系列　商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、ビジネスをはじめ地

　　　　　　域産業社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を持った人材を育成します。

工業技術系列　工業の基礎的分野の実習等を通して、様々な技術や技能を理解・習得し、健全で持続的な地域産業の発展

　　　　　　を支える職業人として必要な資質・能力を持った人材を育成します。

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標

スクールミッション　　〇中部地区唯一の総合学科高校として、キャリア教育と４つの系列教育（人文科学・健康福祉・商業ビジネス・工業技術）の特性を活かした豊かな学びを提供すること。

　　　　　　　　　　　〇各系列の強みを生かし、地域課題の解決に貢献する人材を育成すること。

学校教育目標　　　　　「自分の夢を形に」…校訓「仁愛・自主・創造」のもとに、教職員と生徒が敬愛と信頼のなかで、文教の風薫る校風の創造をめざすとともに 自らの夢を描き、目標に向かっ

　　　　　　　　　　　て挑戦する意欲を持ち、その実現へ前進する「知・徳・体」の調和のとれた、心身ともに健全な生徒を育成する。

３　スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

５　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

○資格取得の奨励と学力及び専門性の向上

●心の教育

◎★佐賀県や多久（地元）への愛着を醸成するための
教育

○佐賀県や多久（地元）の先人の偉業や自然と環境の
保護について学び、佐賀県への誇りと愛着を感じる生徒
の割合を80％以上にする。

・地域の先人や自然、伝統文化に関するフィールドワークや佐賀の歴史
や文化、産業などに精通する講演会を実施する。

○人文科学系列…全系列において、履修科目における
確かな基礎学力をつけさせる。また、大学や医療系専修
学校等への進学後に求められる学力を身につけられる
ようにカリキュラムや指導を工夫する。

・人文科学系：基礎力診断テストにおけるＣ、Ｄランクを減少させ、全体的
な学力向上を目指す。また、進学希望者への指導を工夫し、一般入試に
も堪えうる学力の育成を目指す。さらに、検定（日本語検定・漢字検定・
英語検定）の受験を奨励し、指導を通して資格取得を目指す。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 〇職員の共通理解、共通認識により、いじめ防止、事案
対処等について組織的対応ができていると回答する教
員の割合を１００％にする。

・年間を通して複数回のQUテストやいじめ実態調査を実施し、いじめの
ない学級・学校づくりに努める。対策が必要な場合は、スクールカウンセ
ラー等の専門家も交えて対応する。

・

・進路：模試を活用し、必要な学力を育成するとともに、志望校への合格
１００％を目指す。就職希望者が希望する会社への就職内定１００％を
目指す。
・学力向上：全学年で朝の学習を実施。特に１、２年生の「マナトレ」につ
いては、基礎学力の定着を図り、学習用端末で「Classi」を利用してテス
トや対策を行うことで、多様な学習の機会を作る。

・

〇工業技術系列・・・三級技能士などの取得向上、ジュニ
アマイスターシルバー基準達成者３名以上を目指す。

・工業技術系列：資格試験の情報を速やかに確実に生徒へ伝える。生
徒の希望により総探テーマに難関資格取得を設ける。

○商業ビジネス系列…全商検定３種目以上１級取得者５
名以上を目指す。
〇各種検定の年間計画を立てさせ、上位級を目指すよう
に指導を工夫する。

・商業ビジネス系列：企業の即戦力となるビジネススキルを身につける。
各学年ごとに科目の目標を周知し、資格取得に向けた学びを推進する。
小テストや補習を計画し検定スケジュールを手帳に記録させ意識の高
揚を図る。

教務

●健康・体つくり
●「安全に関する資質・能力の育成」 ○「道路交通法」などの交通法規等の遵守を常日頃から

指導をし、生徒の交通事故をゼロにする。
・歩行者や自転車の交通マナーを見守るためにも、毎日の登校指導を
継続して行っていく。また、生徒の交通安全の意識の向上を図るための
交通講話を実施する。

○ICT教育

〇1人１台端末を活用した授業改善
〇オンライン授業の技術の向上

〇１人１台端末を活用し、個々の意見や考えを共有する
ことで思考力を高める活動を行う。アンケートを実施し
「思考を深めることができた」生徒の割合75％以上を目
指す。
◎オンラインＨＲ研修を実施し、Teamsの操作ができる生
徒の割合を80％以上にする。

・１人１台端末を活用し、Microsoft TeamsやFoams、Whiteboardの機能を
利用して、自分の意見・考えと他者の意見・考えを比較したり共有したり
するなど、考えを深める活動を行う。
・アンケート調査を実施し、傾向を把握する。

・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を
遵守する。
〇時間外勤務時間の上限を意識した働き方の浸透を図
り、時間外勤務時間の前年度比5％減を目指す。

・会議1日前までに資料を配付し会議時間の短縮を図る。
・時間外在校時間を意識した業務遂行を心掛ける。
・県設定の閉庁日期間に夏季休暇５日間を取得するように呼び掛ける。
・年次休暇の取得日数平均１４日を達成できるよう３か月程度毎に呼びかける。

・ ・ ・


